「Blasphemous Revenants」訳本

　「不敬の亡霊」

　著者：不明

　……世界の内へでもなく、世界の外へでもなく、両方の世界の間に於いて、血筋と忠誠によって、彼ら〔死者〕は家庭と墓に捕えられたまま留まる。そして、もしも彼らが招かれずに訪れるならば、血族による愛情あるいは責務に対する遵守に由来するものであり、それは不浄というものではない。それは、祖先たちによる応答、決して眠らない者達による呼び覚まし、〈家庭と家屋〉〔Hearth and House〕を通じて一族の防衛を義務づけられている者達の奉仕に対する召集に過ぎない。
　しかし、魔術師たちが彼らを提出するならば、そこに於いて、そのような召喚は、不敬であり、〈諸部族と神殿〉〔Tribes and Temple〕にとって嫌悪されるものであり、長期の焼却によっても過失を浄化できないような極めて大なる罪悪である。諸君の間に於いて、魔術師に期待を寄せてはならない。何故なら、彼〔魔術師〕は、諸君の父祖の骨および諸君の墓の塵を盗むようになるからである。彼は、力によって、権利によって諸君に属するものを束縛しようと求める。それは、暖かな霊魂たちを彼らの中間の世界から引き出すため、そして、奴隷および野獣のように彼らに奉仕を義務づけるためである。
　屍術師の奴隷による絶えざる啜り泣き、その行為の恥ずかしさを誰が知り得るだろうか。〈家庭と血族〉〔Hearth and Kin〕に対する愛情に於いて与えられるところの、祖先による奉仕というものは充分に冷酷である。しかし、〔ましてや、〕不敬なる儀式によって召喚されるところの、死体あさりの意志の力によって束縛されるところの、亡霊あるいは守護者、〈さまよう骸骨〉〔bonewalker〕あるいは〈骸骨の君主〉〔bonelord〕というものは、そのような霊魂たちは、いったい如何にして安息を見つけるものだろうか。いったい如何にして、その血筋と一族に帰還するための道を見つけるものだろうか。
　血筋によって家庭と血族に束縛されているところの、誓約と奉仕によって〈神殿〉に束縛されているところの、そのような正しいDunmerのみ、Dunmerの死者の霊魂を召喚することが可能である。我々の国土を侵略した他種族の異国の魔術師たち、彼らにとって、我々の墓を荒らすこと、我々の血族たる霊魂を魔術的奴隷として束縛すること、生者たる我々の国土と同じく死者たる我々の生命を盗むこと、これらは許されることになるものだろうか。いな、私は言う、いな、いな。３度の「いな」を加えて。そのような屍術師たちは死すべきであり、彼らの不敬なる魔術は共に死すべきである。
　では、我々は、隠された不死者の大群、および、屍術師という高慢なる王子たち――不敬なるDaedraの神殿、放置されたDunmerの要塞、忌まわしいDwemer種の荒廃した地下迷宮という安住の地を求めて、〔Morrowindの〕西方の巣穴から這い出る古代の吸血悪魔――を許容することになるだろうか〔いな、許容しない〕。長年に亘って〈名家〉〔Great House〕と〈神殿〉は吸血鬼による害悪を退けて我々の国土を清浄に保ってきたけれど、今現在、これらの不死者の主人たち、および、彼らの呪わしい家畜たちが戻ってきてしまった。これらの吸血鬼たちは死すべきであり、彼らの腐敗した家畜たちは共に死すべきである。そして、彼らの血液による害悪〔屍術師の魔術による害悪〕は炎と火刑によって永久に消し去られるべきである。
